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掲載情報について 
新型コロナウイルス感染症の拡大状
況によっては、イベント等の中止や延
期または、内容が一部変更になる可
能性があります。詳細は、各情報の
問合せ先にご確認ください。またイベ
ント等に参加される際は、検温やマス
クの着用、風邪などの症状がある場
合は参加を控えるなど、感染拡大防
止対策へのご協力をお願いします。 

 
市民活動支援センターHPの“月別の催しもの”もご覧ください！ 

１ 

保護犬猫の家族になろう！新しい家族を必要としている保護犬猫の里親さんになりませんか？ 

まずは、ＨＰ内の譲渡条件に必ず目を通し、ご理解いただける方のみ事前アンケートにお進みください。 

日付 ①11 月 14 日（日） ②11 月 28 日（日）  時間 13 時～15 時  場所 周陽市民センター(旧・周陽公民館) ※駐車場あり 

◎必要な方は、スリッパをご持参下さい。廊下の床は P タイル、会場はフローリングです。スリッパが無くても入場できます。 

注意 譲渡会当日の譲渡は行っておりません。 

アンケートにご記入 ➔ ご自宅でのトライアル飼育 ➔ 正式譲渡です ※飼育環境の確認に担当者が伺います。 

お願い コロナウイルス感染予防のため、マスク着用のお願いや入場者数制限等の注意事項があります。 

NPO 法人ケダマの会のホームページよりご確認いただき、ご来場をお願いします。 

問合せ先 NPO 法人ケダマの会 ℡：090-7979-8914  メール：kedamanokai1122@gmail.com 

【ご来場の前に、開催の中止がないかをご確認ください】 

県・市からの自粛要請があった場合や、新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては譲渡会の開催を中止することがあります。 

中止の場合はホームページやインスタグラム（kedamanbou）でお知らせいたします。 

 

\

 

日時 11 月 20 日（土） 13 時～15 時 30 分  会場 防府市地域協働支援センター 多目的ホール（ルルサス防府２階） 

内容 

講演 バウンダリーとは／バウンダリーの脆弱さで乗じる問題（自己犠牲・DV・毒親・パワハラ） 

／バウンダリーを健全に保つために／ネガティブ感情の取り扱いなど 

【講師】高橋 聡美氏（一般社団法人高橋聡美研究室 中央大学人文科学研究所） 

ディスカッション 【パネラー】高橋 聡美氏／鷲見 雅子氏（CAP 周南 代表、認定SAFER アソシエイト）／京井 和子氏（グリーフサポートやまぐち 代表） 

          【ファシリテーター】川脇 裕子氏（グリーフサポートやまぐち） 

定員 会場：50 名 《Zoom 参加可、YouTube 配信あり》  申込方法 参加申込フォームよりお申込みください ➔➔ 

主催 グリーフサポートやまぐち  HP：https://griefyamaguchi.amebaownd.com/  

問合せ先 メール：griefyamaguchi@gmail.com（グリーフサポートやまぐち） ／ ℡：0835-38-4422（防府市市民活動支援センター） 

 

 

https://kedamanokai.org/infomation 

🐾 🐾 

https://kedamanokai.org/recruitment/dogs/3069.html 

https://kedamanokai.org/
mailto:kedamanokai1122@gmail.com
http://kedama2016.blog.fc2.com/
http://kedama2016.blog.fc2.com/
http://kedama2016.blog.fc2.com/
https://kedamanokai.org/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScPJdEz5l-T9KGxjXA8ADWcs5lO4smVXhyCAcEjJiCHH2vsyg/viewform
https://griefyamaguchi.amebaownd.com/
mailto:griefyamaguchi@gmail.com
https://kedamanokai.org/infomation
https://kedamanokai.org/recruitment/dogs/3069.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 11 月 20 日（土） 13 時 30 分～15 時  場所 周南市環境館   講師 河村 昌子氏（周南消費者協会 会長）  

対象 市内在住の人  定員 20 人  受講料 無料  ✿親子（小学 4 年生以上）での参加も歓迎します！ 

申込方法 電話またはメールで、①氏名 ②住所 ③電話番号 を添えて環境館にお申込みください。 

申込〆切 11 月 6 日（土） ※定員を超えた場合は抽選となります。定員に達しない場合は 6 日以降も受け付けます。 

申込・問合せ先 周南市環境館 ℡：0834-61-0302  メール：recycle@city.shunan.lg.jp ※月曜休館（但し月曜が祝日の場合はその翌日） 

日時 11 月 28 日（日） 10 時 30 分～11 時 30 分  場所 周南市環境館（周南市臨海町 5 番地） 

内容 ♬クリスマスソングの演奏 《演奏：音楽ファミリー みやぽんず》 ／ 📖絵本の読み聞かせ  

 プラスチックフリーな廃材でハンドベル作り ／ ミニ講座「プラスチックモンスターをやっつけよう」 

参加費 無料 プラスチックフリーな物をプレゼント！  対象 周南市内在住の親子 10 組 ※申し込み多数の場合は抽選となります 

申込方法 参加者全員の氏名、年齢、住所、電話番号を添えて電話またはメールでお申込みください。  申込〆切 11 月 14 日（日）17 時 

申込・問合せ先 周南市環境館 ℡：0834-61-0302  メール：recycle@city.shunan.lg.jp  【月曜休館日但し月曜が祝日の場合はその翌日】 

 

日時 11 月 28 日（日） 9 時～12 時  場所 県総合庁舎７F 「きずなルーム」  対象 小学生以上の方 ◎見学大歓迎！ 

内容 毎月１回、小学生～７０代まで幅広い世代の方が“おりがみ”を通して交流しています。  持参物 筆記用具 

参加料 初回無料 ※入会ご希望の方には年会費の詳細を当日説明  申込方法 電話・メール  〆切 なし 

問合せ先 周南おりがみ研究会（松田） ℡：080-1942-9222 メール：kuniom1119@outlook.jp 

■“おりがみ”のメリット・・・①会話のツールになる ②メンタルヘルスケアができる ③国際交流ができる ■ 

内容 昨年度から開催している「やまぐち防災つながりカフェ」。今回は、日頃の活動が“いざというとき、誰かの助けになるかも” 

ということを SDGs の視点で、みなさんと考えてみたいと思います。自分たちの強みや得意技に気づけるかも?!  

自分には関係ないと思っているあなたにもできることはきっとあるはず！ 

日時 11 月 5 日（金）13：30～15：30  会場 オンラインＺｏｏｍ開催  定員 30 名  参加料 無料 

対象 テーマに関心のある団体・企業・個人の方など  講師 松原 裕樹氏（特定非営利活動法人ひろしまＮＰＯセンター 専務理事・事務局長） 

プログラム 

①「災害×ＳＤＧｓ」 

災害ボランティア活動の基本／NPO（子育て、まちづくり、中間支援など）や企業の強みを活かした取組事例／ＳＤＧｓの視点からみた災害支援 

②グループワーク：自分たちの活動から「どんなときに」「何ができるか」考えてみよう 

申込〆切 11 月 4 日（木）  申込方法 申込フォームよりお申込みください 

問合せ先 やまぐち県民活動支援センター ℡：083-934-4666  メール：yamas@mbs.sphere.ne.jp （担当：宮原） 

２ 

申込フォームの QRコード 

mailto:recycle@city.shunan.lg.jp
mailto:recycle@city.shunan.lg.jp
mailto:kuniom1119@outlook.jp
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdvAetDDOeUo8OFIipjadcZjtFTLj0WFWSJyK34qtYqP3qr1A/viewform
mailto:yamas@mbs.sphere.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

フ ォ ト コ ン テ ス ト 特 集 ‼ 

３ 

テーマ 鼓南地区の秋 🍁過去の撮影写真でも OK！  応募〆切 12 月 15 日（水）必着 

賞品 鼓南賞〔１名〕・・・鼓南のおいしいものセット（さつまいも・みかん・ひじき・味噌）  

大島賞〔１名〕・・・大島産 無農薬米 ５㎏（ファーム川友 提供） 

粭島賞〔１名〕・・・カラオケ喫茶しんちゃん日替わり定食&カラオケチケットセット 

※各賞受賞者の方には賞品に加えて「鼓南地区カレンダー2022」もプレゼント！ 

応募資格 どなたでも応募できます ※Instagram で応募される場合は、『鼓南をよくする会』のアカウントをフォローしている方に限ります。 

応募方法 

①持込み・郵送による応募〔プリント〕： 

応募用紙に必要事項を記入し、作品裏面に貼り付けて持込み又は郵送で大島/粭島市民センターに提出 

②ネットによる応募：(1)“Instagram”で『鼓南をよくする会』（konan_begood_）のアカウントをフォロー 

(2)「#鼓南の秋」のハッシュタグを付けて写真を投稿 

その他 応募に関する規定や詳細については、QR コードより『鼓南をよくする会』のホームページをご確認ください 

問合せ先 鼓南をよくする会（鼓南地区コミュニティ推進協議会） ℡：0834-84-0310  HP：https://www.konan-yokusurukai.com/  

テーマ 水・土・人・くらし 

…農林水産業を営む人々や生き物たちの豊かな表情、子どもたちの澄み渡る笑顔やわたしたちを優しく包む農山漁村の風景 など 

応募資格 山口県内にお住まいの方  作品規格 Ｌサイズ  応募〆切 12 月 20 日（月） 

応募方法 応募用紙(チラシ裏面)に必要事項を記載の上、写真を貼付けして郵送または持参。Ｅメールでの提出も可。 

※令和 3 年 1 月以降に山口県内で撮影した未発表の自作品に限る 

表彰内容 一般の部：賞状と各賞に応じて 2 万円～10 万円の賞金、または記念品／児童・生徒の部：賞状と図書券または記念品 

その他 応募上の注意や詳細等については、QR コードより Web サイトをご確認ください。 

問合せ先 水土里ネット山口 総務企画課 ℡：(083)933-0033 メール：midori@yamadoren.or.jp  

URL：http://www.yamadoren.or.jp/Photo/Oubo/Oubo/Oubo.html  

テーマ 長穂に関する写真  応募〆切 令和 4 年 2 月 28 日（月） 

賞品 最優秀賞〔1 点〕・・・賞状+長穂産新米 10 ㎏+商品券１万円分 

    優秀賞〔2 点〕・・・賞状+長穂産新米 5 ㎏+商品券３千円分 

特別賞〔2 点〕・・・賞状+長穂産新米 3 ㎏+商品券２千円分 

応募規定 令和 3 年 1 月以降に撮影された長穂に関する未発表作品に限ります。また、両方の部門への応募はできません。 

応募方法 ※１人３点まで 

📷一般の部：２Ｌ版サイズの写真に応募用紙を貼り付けて、長穂市民センターに持参又は郵送してください。 

📷スマホ部門：１写真１０メガバイト以内（スマートフォンや携帯電話のカメラで撮影されたもの）の写真をメールに添付し、 

①タイトル ②氏名 ③年齢 ④電話番号 ⑤一言コメント を本文に記載して長穂市民センターアドレスまで送信してください。 

その他 詳細等は QR コードよりフォトフェスタのチラシをご確認ください。 

主催 住みよい長穂をつくる協議会  応募・問合せ先 長穂市民センター ℡：0834-88-0401 メール：nagao-ko@city.shunan.lg.jp  

https://www.konan-yokusurukai.com/
mailto:midori@yamadoren.or.jp
http://www.yamadoren.or.jp/Photo/Oubo/Oubo/Oubo.html
mailto:nagao-ko@city.shunan.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）山口県予防保健協会 2021年度助成事業  〆切：11/30 

【対象団体】山口県内に所在する民間団体(法人、任意の種別は不問)とし、次の要件を備えている団体 ①助成対象団体としての意思決

定により助成にかかる活動を執行でき、確実に経理処理すること ②規約を有していること ③代表者が明らかであること／【対象活動】山口

県内におけるがんをはじめとした生活習慣病等の疾病の予防と健康の保持増進へ向けた普及啓発活動 等／【助成額】助成対象経費に対

し、上限１０万円/件／【〆切】１１月３０日（火）／【問合せ先】総務グループ 担当：石井・山根 ℡：083-933-0008 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ[９] 

URL：http://www.yobou.or.jp/  

福祉 

助成金
の分野 

４ 

その他の助成金情報を知りたい方は 

で 

検索・確認することが出来ます。 

ぜひご活用ください！ 

➝

2022年度「児童・少年の健全育成助成」  〆切：11/30 

【対象団体】次の要件を満たしている民間の団体（法人格の有無は不問） ①申請時点で設立後 1 年以上の活動実績がある団体 ②常

時１０名以上の構成員がいる団体※ただし、「子育て支援活動」「療育支援活動」を行う団体は、活動の対象となる児童・少年の延べ人数

を含める ③構成員の半数以上が１８歳未満の児童・少年である団体※ただし、「子育て支援活動」「療育支援活動」「フリースクール活動」

を行う団体には、この要件を適用しません ④少なくとも月１回以上を目処として定例活動を行っている団体 ⑤助成により購入した物品を直

接・継続的に活用し管理できる団体／【対象活動】次代をになう児童・少年が健やかに育っていくために、定期的に継続して行っている次のよ

うな活動 (1)自然と親しむ活動 (2)異年齢・異世代交流活動 (3)子育て支援活動 (4)療育支援活動 (5)フリースクール活動／【助成額】

物品購入資金として３０万円～６０万円/件【〆切】１１月３０日（火）／【提出先】山口県健康福祉部こども・子育て応援局 こども家庭課

青少年・家庭福祉班／【問合せ先】（公財）日本生命財団 助成事業部 ℡：06-6204-4014  

URL：http://nihonseimei-zaidan.or.jp/jidou/02.html  

子どもの健全育成 

手のひらパートナープログラム 第１０期  〆切：11/15 

※難病患者さんの「生活の質(QOL)向上」のために、難病患者団体、支援団体が実施する活動への助成金プログラム 

【対象団体】療養・就学・就労等、難病患者の生活の質(QOL：Quality of Life)向上に取り組む団体 ①難病患者団体、家族会およびその

連合組織 ②NPO 法人等の非営利団体〔 日本国内に主たる拠点を有する団体であること。法人格の有無は問いません。 ２０２１年４月

１日現在で、１年以上の活動実績を有すること（前年度の決算報告が提出できること）。 ここでいう難病とは「難病の患者に対する医療等に

関する法律第５条第１項」において２０１９年７月１日までに「指定難病」と告示された３３３疾患を指します。〕／【対象活動】２０２２年４月１

日から２０２３年３月３１日までに行われる、難病患者さんの療養・就学・就労等、生活の質(QOL)向上のための活動 （1）療養環境の向上

をめざす活動 （2）就学/就労等、社会参加を支援する活動 （3）「難病」に対する、一般の人たちの理解や支援を促進する活動 （4）難病に

対する一般社会への疾患啓発をはじめ早期診断医療へのアクセスを促進する活動 （5）その他、「田辺三菱製薬 手のひらパートナープログラ

ム選考委員会」が認めた活動／【助成金額】助成総額 １,０００万円：１件の助成金額上限は１００万円／【〆切】１１月１５日（月）／【問

合せ先】田辺三菱製薬 手のひらパートナープログラム ℡：03-5205-7580  URL：https://www.philanthropy.or.jp/tenohira/  

福祉 

2022年度「児童・少年の健全育成助成」  〆切：11/19 

【目的】全国で取り組まれつつある防災教育の場の拡大や質の向上に役立つ共通の資産をつくることを目的に、新しいチャレンジをサポート。こ

れからの時代の防災教育として、オンラインやオンデマンドを活用した活動など、様々なチャレンジをサポートする。／【対象】①防災教育を一

層充実させたいと考えている教育・社会福祉施設（保育施設・幼稚園・学校等）、教育委員会、NPO、民間企業、個人、地域団体（民間

事業所、各種団体、行政機関） ②採用された場合は、現地開催・オンライン開催問わず実践団体決定会、中間報告会、活動報告会の

計３回の会合に出席できること。 ③オンライン開催となった場合、参加可能なインターネット環境(通信回線、機材、アプリケーション等)を用意

できること。／【応募部門（プランの対象別）】A.保育園・幼稚園等の部 B.小学校低学年の部 C.小学校高学年の部 D.中学校の部 E.

高等学校の部 F.大学・一般の部／【サポート内容】＊プランの実践にかかる経費の提供：上限３０万円（査定による） ＊交流フォーラム（中

間報告会）・活動報告会発表者への交通・宿泊費の支給（１名分×３回分）※社会情勢等によりオンライン開催となった場合はタブレット、

wifi ルーター等の機材を貸与 ＊プランの実現に向けて、サポート主体が対面・オンライン問わず、助言や現地指導等の支援 ＊防災活動の

手法・事例の収集と活動情報の発信ができる各種Ｗｅｂツールを提供／【〆切】１１月１９日（金）／【問合せ先】防災教育チャレンジ実行委

員会事務局 ℡：03-3556-8217 メール：cpinfo2865@bosai-study.net  URL：http://www.bosai-study.net/boshu/index.html  

災害救援 

http://www.yobou.or.jp/
https://www.kenmin.pref.yamaguchi.lg.jp/
mailto:shiencent@city.shunan.lg.jp
http://shunan-chiikijoho.jp/support/
http://nihonseimei-zaidan.or.jp/jidou/02.html
https://www.philanthropy.or.jp/tenohira/
mailto:cpinfo2865@bosai-study.net
http://www.bosai-study.net/boshu/index.html

